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その6．近道・省略行動本能

近道・省略行動本能とは、面倒な手順を省略したいなど、効率的に物

事を進めようとする本能ですが、ときに不安全行動につながってしまい

ます。

足場の階段の使い勝手が悪ければ建枠を階段代わりに使われ、溝掘削

上に架設した渡り桟橋に不便を感じれば、切梁上が通路代わりに使われ

てしまいます。これらの対策には近道・省略行動本能を起こさせないよ

うな使い勝手のよい仮設通路、仮設足場等を設置することです。

縟 ヒューマンエラーの12分類

・人はいつでも面倒なことは省略したがる。近道・省略行動本能が

発生しないよう作業員の作業手順、行動をできる限り具体にイメ

ージし、少しでも効率的な作業ができる作業環境を整える。

ポ イ ン ト ！

Aさん

監督さん 大工の職長さん ガードマンさん

監督さん

了解！ 了解！ 了解！

大工の職長さん ガードマンさん

あっ、危険な箇所をみつけたぞ。
みんなに知らせないといけないな。
でも、誰に知らせればいいんだろう？

そうだ、元請の監督さん、型枠大工の職長さん、そうだ、
ガードマンの○さんにも言っておいたほうがいいかな？

○○の箇所に開口部がある。
ふさぐまで気をつけてください。

3人に連絡

危険箇所発見！！
下が開いている箇所（開口部）があって、
誰かが落ちるかもしれない。

これで、関係者が危険箇所を把握できた！！

よい連絡をするAさん

Aさん

Aさん
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第４章 みんなで進める安全コミュニケーション


